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１．問題と目的

　両親の離婚や死別，または未婚といった理由によ
り，ひとり親家庭となる世帯は数十年前と比較すると
増加している。厚生労働省が2019年に行った調査に
よると，ひとり親と未婚の子のみの世帯数は3616千
世帯で，全体に占める割合は7.0％である。この割合
は平成元年（1989年）の5.0％と比較すると増加して
いる。
　ひとり親家庭の子どもは，両親のいるふたり親家庭
と比べて親子が触れ合う時間や教育の機会が少なく，
経済的な困難がある場合が多い。
　ひとり親家庭が抱える困難は，経済的な問題だけで
なく，様々な側面から理解し支援する必要があると考
えられる。 

　ひとり親家庭が抱える困難として，子どもの社会性
に関する研究も行われている。ひとり親家庭であるこ
とや親の離婚を経験することが幼児の素行問題（攻
撃，不品行，非行など）を増加させること（Amato＆
Keith，1991）や，幼稚園～小学5年生の時期に母子
家庭になった子どもについて離婚後に内在的・外在的
な問題行動（攻撃，規則違反，不安，引きこもり，身
体症状など）の増加が見られる（Lansford et al., 2006）
といった研究結果がある。日本における研究では，岡
田（2018）は，家庭構成ごとの非行発生率を調査した
ところ，父子家庭，母子家庭，両親あり家庭の順で犯
罪・補導発生率が高いことが明らかになった。また，

野口・櫻井（2009）が親の離婚を経験した男女に対し
行った半構造化面接の分析から，親の離婚が子どもに
与える心理的な影響の一つとして「他者との親密性の
怖れ」がある可能性が示された。
　このように，ひとり親家庭は経済面や生活面だけで
なく子どもの社会性にも負の影響があると考えられて
きたが，近年ではふたり親家庭の幼児との差はみられ
ないという研究結果や，ひとり親家庭を取り巻く環境
の変化等もみられる。例えば，ひとり親家庭世帯が増
加して以前ほど珍しいことではなくなっていること，
学校において一人一人に応じた指導が進められひとり
親であることの影響が現れにくくなっていることが考
えられる。また，ひとり親家庭であるものの実際には
内縁の夫（妻）や祖父母の同居による育児や経済的サ
ポートがあり，親子の触れ合いや教育が充実する等，
ひとり親家庭のあり方自体の変化も考えられる。中道
（2018）が行った「ひとり親家庭の子ども」に対する
認識の研究では，小学校教師は保育者と比べてネガ
ティブ認識得点が高い結果となっており，小学校教師
がひとり親家庭の子どもに対し，否定的な認識を比較
的強く持っていることが予想された。幼児期と児童期
でひとり親家庭の影響が現れやすく，それが小学校教
師と保育者の認識の差につながっている可能性が考え
られる。Amato & Keith（1991）でもひとり親家庭で
あることや親の離婚を経験することの負の影響（例え
ば，問題行動，心理的・社会的不適応の増加など）は
幼児期よりも学童期で大きいことが示されている。ひ
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とり親家庭を取り巻く環境に変化があるならば，幼児
期以外の子どもの社会性についても影響の大きさやそ
の内容，実態にも変化が見られる可能性がある。これ
まで学童期など対象としたひとり親家庭の子どもの社
会性についての研究は少なく，ひとり親家庭の子ども
の現状・変化，社会性については明らかになっていな
い。
　したがって，本研究では学童期といった幼児期以外
の子どもにひとり親家庭についての調査を行い，現状
や課題を把握した上で支援方法を検討する。学童期の
ひとり親家庭児童についての研究はどのような場で行
うにあたり，学童クラブを対象にすることとした。学
童クラブ（放課後児童健全育成事業）の事業内容とし
て厚生労働省は「遊びを通しての自主性，社会性，創
造性を培うこと」を挙げており，ひとり親家庭の子ど
もの社会性を調査する場として適当であると考える。
調査を行うにあたり，学童クラブで働く職員はひとり
親家庭の児童に対しどのような考えを持っているかに
ついても検討を行う
　また，学童期の子どもが通う学童保育の現場では
「気になる子ども」について障害だけでなく，多様な
観点から実態を理解する必要があり，その一つに家庭
環境が挙げられる。家庭環境とは家族構成や親の仕
事，育児状況や経済力など様々な要素があり，ひとり
親かふたり親かという家庭環境が，一つの要素として
「気になる子ども」の理解の助けになると考える。さ
らに，ひとり親家庭に対しては一般に否定的な認識も
あると考えられるが，学童クラブ職員はどのように考
えているか知ることで，職員と児童のよりよい関係づ
くりへとつながることを期待する。
　そこで本研究では，ひとり親家庭とふたり親家庭の
児童の社会性を比較することで，ひとり親家庭で育つ
ことの子どもの社会性への影響と，学童クラブ職員の
考え方を明らかにし，学童クラブにおける指導・支援
の一助とすることを目的とする。
　本研究では，中道（2017）の研究を参考にひとり親
家庭の児童とふたり親家庭の児童のそれぞれについて
社会性を調査し，比較する。
仮説 1：学童期の子どもの社会性は，ひとり親家庭と
ふたり親家庭で差がみられる
仮説 2：学童期の子どもの社会性について，家庭によ
る差（ひとり親かふたり親か）は年齢が高くなるほど
大きくなる。

２．方法

２．１　調査期間
　2020年9月～ 11月に実施した。

２．２　対象の回答者の概要
　東京都の多摩地域（23区と島嶼を除いた市町村部）
にある，小学 1年生から 3，4年生が主に利用する放
課後学童保育施設567か所の職員107名（回収率 

19.0％）

２．３　調査手続き
　質問紙を郵送にて配布し，回答後返信用封筒で返送
してもらう形式で行った。

２．４　調査内容
（1）フェイスシート（行動評定を行う児童について）
（2）児童の社会的行動（3）児童の保育上の配慮事項
（4）巡回相談等の有無やその内容（5）回答者自身の
考え（6）フェイスシート（回答者について）
　（1）は，行動評定をする児童の選出条件を提示した
上で，選出したひとり親ふたり親それぞれの児童1名
について回答を求めた。（2）については，Ladd＆
Profilet（1996）による Child Behavior Scale（CBS）の
日本語版（中澤・中道，2007）35項目から，「非社交」
「向社会」「攻撃」「被排斥」「過活動-妨害」「不安-怖
がり」の 6因子がそれぞれ 2 ～ 3項目になるよう15
項目を選出した。（3）については，選出したそれぞれ
の児童について，学童の活動での特別な配慮について
回答を求めた。（4）については，選出したそれぞれの
児童について，巡回相談や専門家等による助言の有無
について，ある場合はその内容についても尋ねた。
（5）については，まず「小学校低学年の時期における
ひとり親家庭とふたり親家庭で育つことの違いが，学
童クラブで示す子どもの姿（行動など）に影響がある
か，家庭環境の違いに関わらず子ども自体の性格・特
性などによる影響の方が大きいのか」について回答を
求めた。次に，「家庭環境や親の子育てによる影響か
ら行動・情緒に問題がみられる児童と，生まれつきの
発達障害（その疑いを含む）の特性による行動・情緒
に問題がある児童では，どちらが保育上で困難さを感
じるか」について回答を求め，その理由を尋ねた。
（6）については，回答者自身について，有している教
育系資格，指導員の経験年数（過去の勤務先含む），
それぞれの児童の指導歴について回答を求めた。
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３．結果・考察

３．１　児童の状況
　ひとり親家庭はほとんどが母子家庭であり，ひとり
親家庭に祖父母の同居が多い等，家族構成に違いがみ
られた。障害のある割合は，ひとり親家庭と二人親家
庭で同程度であった。

　障害については，どの障害種もひとり親家庭とふた
り親家庭間で同程度の回答数であったが，愛着障害は
ひとり親家庭にのみ複数みられた。

３．２　児童の社会的行動
　社会的行動尺度の合計点については，ひとり親家庭
とふたり親家庭間での差はほとんどみられなかった。
ひとり親家庭児童（Aさん）とふたり親家庭児童（B 

さん）の社会的行動尺度得点の差について対応のない
t検定を行った。その結果，社会的行動尺度得点に有
意な差はみられなかった（t（214）= -1.053, p=.294）。

　学年の違いによって社会的行動の家庭差に違いがみ
られるか，学年と家庭の2要因分散分析を行ったとこ

ろ，学年要因，家庭要因，および交互作用のいずれに
おいても有意差はみられず，家庭間の差はみられな
かった。

　また，15 項目をCBS日本語版（中澤・中道，2007）
における 6因子（非社交，向社会，攻撃，被排斥，過
活動-妨害，不安-怖がり）を参考に合計点を出した。
各因子に含まれる項目，因子ごとの平均点とSDはそ
れぞれ表 6の通りである。ひとり親家庭とふたり親家
庭の社会的行動の因子ごとの得点の差について対応の
ない t検定を行なったところ，非社交，向社会性のな
さ，攻撃，被排斥，過活動-妨害，不安-怖がりのいず
れも有意な差はみられなかった。

　行動尺度15項目でクラスター分析を行い，児童全
体を分類した結果，4つのクラスターが抽出された。

　全体的に社会的行動尺度の得点が高く，社会的行動
全体に困難があると予想されるグループを『①社会的
行動困難群』，「向社会性のなさ」因子に関連する項目

児童
家庭 祖父母の同居 きょうだいの有無 障害の有無

母のみ 父のみ あり なし あり なし あり なし

ひとり親家庭 90%(92) 9%(9) 20%(20) 75%(77) 50%(51) 47%(48) 28%(29) 55%(56)

ふたり親家庭 9%(9) 91%(95) 72%(75) 28%(29) 24%(25) 57%(59)

表１　選出した児童の家庭状況、障害の有無の割合（人数）

28％(12) 21％(7)
多動・多動性 2％(1) 6％(2)

26％(11) 24％(8)
9％(4) 6％(2)

発達障害 5％(2) 6％(2)
知的障害 2％(1) 3％(1)
軽度知的障害 0％(0) 3％(1)
愛着障害 7％(3) 0％(0)
その他 9％(4) 18％(6)

疑われる（診断名無） 5％(2) 9％(3)
通級等に通っている（診断名回答無） 7％(3) 6％(2)

計

障害の内容
（児童一人で複数回答あり）

ひとり親
家庭

ふたり親
家庭

表２　家庭別の障害の内容と割合（人数）

表３　家庭ごとの社会的行動得点

表４　学年・家庭ごとの社会的行動得点

表５　因子・家庭ごとの社会的行動得点

表６　社会的行動のクラスター分析
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は低いが，「泣いてしまう」「ネガティブな感情を強く
表す」といった項目が高く，向社会性に関する課題は
ないものの，ネガティブさや不安さが強く「引っ込み
思案」的な特徴が予想される『②内向的傾向群』，「向
社会性のなさ」「被排斥」「攻撃」といった項目が高く
友達に親切にできず攻撃してしまい排斥されてしまう
「自己中心」的な特徴が予想される『③自己中心的傾
向群』，全体的に得点が低く，社会的行動にはあまり
問題がみられない『④社会的行動通常群』に分類され
た。各クラスターにおいてひとり親家庭児童とふたり
親家庭児童の所属数に差がみられるか，クロス集計表
の分析で独立性の検定を行ったが，有意な関連はみら
れなかった（χ2（3）=2.737, p=.434）。
　他の要因についても社会的行動尺度の比較を行っ
た。t検定の結果，障害のある児童は障害のない児童
よりも得点が有意に高かった（t（167）= 2.611, p= 

.010）。

　障害の診断がある児童は社会的行動にも困難がみら
れやすかった。

３．３　学童保育施設指導員の考え
　学童生活におけるひとり親家庭であることの影響に
ついて学童クラブ職員の考え（自由記述回答）を KJ 

法を用いて分析を行った。本人の性格・特性による影
響との比較を行ったところ，表 8のような結果とな
り，ひとり親家庭か否かより家庭環境（子育て観や接
し方）に影響されると考えられた。

　家庭環境による困難と発達障害による困難，どちら
が保育上難しいかという問いについて，回答の割合は
表 9のとおりになり，家庭環境とそこから発生する困
難は学童での対応が難しいと多くの職員が感じている
ことが示唆された。

４．考察

　学童保育施設におけるひとり親家庭とふたり親家庭
それぞれの児童の社会性や実態の調査では，ひとり親
家庭に祖父母の同居率の高さや特定の障害がみられた
こと等から，家庭全体の収入を賄うことと子育て全て
を 1人で担うひとり親家庭は，ふたり親家庭に比べて
生活に困難が生じやすいことが予想され，子どもの障
害特性へ影響を及ぼす可能性も示された。ひとり親の
家庭の子どもに愛着障害が多いという可能性について
は，ひとり親家庭の影響がどの程度あったのかを精査
する必要がある。ひとり親家庭，ふたり親家庭という
状態は，親の離婚，死別，再婚等によって変化するも
のであり，ひとり親家庭の状態となった期間がどのく
らいあったのか，ふたり親家庭であった時期の出来事
が愛着形成に影響を与えていないか等について，本研
究では調査できていない。ひとり親家庭において，父
親と母親の役割を一人で担う重圧の下に形成される親
子関係，時間的・精神的・身体的余裕のなさから生じ
る家庭教育・親子のコミュニケーションの不足等の要
因とその影響について，慎重に検証する必要がある。
　社会的行動尺度を用いたひとり親家庭児童とふたり
親家庭児童の比較においては家庭による差はみられ
ず，ひとり親であることが児童の社会的行動に与える
影響は小さいことがわかった。一方でクラスター分析
の結果から，保育に困難を抱える児童の中でも社会的
行動の表れ方に特徴がみられる児童などいくつかのパ
ターンがみられ，児童の特性ごとに支援内容を検討し

性格・特性の影響が
大きい

どちらの影響もあるどちらともいえない

ひとり親・ふたり親の
影響はない

表７　障害の有無ごとの社会的行動得点

表８　「家庭」と「性格・特性」の比較

表９　�質問「家庭環境と発達障害どちらが保育上困難を感じ
るか」への回答
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ていくことが重要と考えられた。
　また，家庭以外の要因として，障害がある児童は障
害がない児童に比べて社会的行動に困難を抱えるこ
と，きょうだいの人数が 3人以上の場合は社会的行動
に困難がみられにくくなる可能性が示された。障害種
ごとの比較や，3人以上のきょうだいのいる児童に焦
点を当てた比較検証の余地がある。
　学童職員の考え方では，全体としてひとり親ふたり
親の違いよりも，親の価値観や育て方の影響が大きい
と回答した職員が多く，家庭環境の影響が大きいと考
えていることがうかがえる。
　一方で，家庭環境由来の困難と発達障害による困難
を比較した質問から，学童職員が家庭環境についての
理解・対応に難しさを感じていることがわかり，発達
障害の場合と同様に支援方針の検討が求められてい
る。親でも教師でもない大人である学童職員との関わ
り，本人及び保護者への相談支援，集団生活の中での
ソーシャルスキルトレーニング等，学童の特性を活か
せる支援についてさらに考えていきたい。
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Abstract

	 We conducted a questionnaire survey on children’s social skills. Instructors in after-school childcare facilities caring for 

children of single-parent and two-parent families responded to the questionnaire. We compared differences in the 

characteristics of children raised in single-parent and two-parent families, which indicated no apparent differences. We also 

compared Social Behavior Scale results between children of single-parent and two-parent families, which showed no 

significant differences. In contrast, the instructor’s questionnaire survey results suggested that instructors considered the 

influence of the family background, including differences in raising children, was stronger based on whether the child had a 

single parent or a two-parent family. This finding indicates that instructors had difficulty understanding and responding to 

problems caused by family backgrounds. It is suggested that future studies closely investigate elements of the family 

background that influence children and develop support methods based on these elements.

Keywords: single-parent famly, after-school childcare

Support Center for Speial Needs Education and Clinical Practice on Education, Tokyo Gakugei University, 4-1-1 Nukuikita-

machi, Koganei-shi, Tokyo 184-8501, Japan

要　旨

　本調査では，ひとり親家庭の児童とふたり親家庭の児童それぞれの社会性について，放課後学童保育施設の
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指導員を対象にアンケート調査を実施し，結果を比較検討した。児童の状況については，ひとり親家庭とふた
り親家庭の間に明らかな違いはみられなかった。さらに，社会的行動尺度の比較においてもひとり親とふたり
親の家庭間に有意な差はみられなかった。一方，学童の指導員の考え（自由記述回答）の分析では，指導員は
児童の家庭がひとり親か否かより家庭環境（子育て観や接し方）からの影響が大きいと考えていることが示唆
され，家庭環境に起因する問題への理解・対応に難しさを感じていることがわかった。今後の課題として，家
庭環境のどのような要素が児童に影響を与えているかを精査し，その特性ごとに支援内容を検討していく必要
があるだろう。

キーワード: ひとり親家庭，学童保育
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